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辺
野
古
新
基
地
建
設
を
止
め
よ
う
！

松
本
宣
崇

え
っ
？　
瀬
戸
内
海
の
土
砂
が
辺
野
古
に
？

西
日
本
各
地
か
ら
辺
野
古
埋
め
立
て
用
土
砂
の

採
取
計
画
は
２
０
１
３
年
３
月
、
沖
縄
防
衛
局
が

仲
井
真
沖
縄
県
知
事
（
当
時
）
に
提
出
し
た
辺
野

古
新
基
地
建
設
の
た
め
公
有
水
面
埋
立
承
認
願
書

で
表
面
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
詳
細
は
同
年
５
月

末
に
提
出
し
た
添
付
図
書
－
10
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
環
瀬
戸
内
海
会
議
（
以
下
、
環
瀬
戸
）
が

13
年
12
月
24
日
、
防
衛
・
環
境
両
省
と
沖
縄
県
知

事
に
「
西
日
本
か
ら
の
土
砂
採
取
計
画
反
対
」
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。
土
砂
採
取
を
正
面
か
ら
問
題

に
し
た
最
初
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
３

日
後
に
県
知
事
は
許
可
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
辺
野
古
土
砂
搬
出
反
対
全
国
連
絡
協
議
会
」
設
立

「
辺
野
古
土
砂
搬
出
反
対
全
国
連
絡
協
議
会
」

（
以
下
、
辺
野
古
土
砂
全
協
）
は
、
環
瀬
戸
と
奄
美
大

島
で
土
砂
採
取
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
「
自
然

と
文
化
を
守
る
奄
美
会
議
」
が
連
携
し
て
呼
び
か

け
、
15
年
５
月
31
日
、
鹿
児
島
県
奄
美
市
に
7
市

民
団
体
が
集
い
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
採
取
地
や

「
ケ
ー
ソ
ン
」
製
造
地
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
住
民

団
体
、
沖
縄
県
内
採
取
地
の
名
護
市
・
本
部
町
の

沖縄県本部町安和鉱山全景。北上田毅さん
ブログ「チョイさんの沖縄日記」より転載。
沖縄ドローンプロジェクト撮影

両
島
ぐ
る
み
会
議
が
相
次
い
で
参
加
。
現
在
、
12

府
県
17
団
体
と
個
人
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
辺
野
古
土
砂
全
協
は
、
以
下
の
立
場
で

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

１　

辺
野
古
新
基
地
は
海
空
両
用
、
最
先
端
の
基

地
機
能
を
有
す
る
増
強
で
あ
り
、
し
か
も
耐
用

年
数
２
０
０
年
の
基
地
固
定
化
で
あ
り
、
普
天

間
基
地
の
代
替
施
設
で
は
な
く
沖
縄
の
負
担
軽

減
に
な
ら
な
い
。

２　

大
量
の
土
砂
採
取
は
、
持
ち
出
さ
れ
る
側
に

と
っ
て
環
境
や
景
観
の
破
壊
で
あ
る
。

３　

大
量
の
土
砂
搬
入
は
、
辺
野
古
と
大
浦
湾
の

破
壊
で
あ
り
、
外
来
生
物
混
入
＝
生
態
系
破
壊

を
引
き
起
こ
す
。

４　

圧
倒
的
な
沖
縄
県
民
の
声
を
無
視
し
た
埋
め

立
て
強
行
は
断
じ
て
許
せ
な
い
。

こ
の
立
場
か
ら
15
年
、「
西
日
本
各
地
か
ら
の

辺
野
古
埋
立
て
用
土
砂
採
取
計
画
の
撤
回
を
求
め

る
署
名
」
を
全
国
に
呼
び
掛
け
、
11
万
余
筆
を
総

理
大
臣
あ
て
に
提
出
、
さ
ら
に
18
年
10
月
か
ら

「ST
O
P!		H

EN
O
K
O

」
請
願
署
名
を
開
始
し
、

61
万
余
筆
を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

特集2　「辺野古新基地建設」の全容を知る
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特
数
２　
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
」
の
全
容
を
知
る

埋
め
立
て
用
土
砂
「
岩
ズ
リ
」

添
付
図
書
－
10
で
は
、
香
川
・
山
口
・
福
岡
・

長
崎
・
熊
本
・
鹿
児
島
県
、そ
し
て
沖
縄
県
本
部
町
・

国
頭
村
の
計
７
県
15
ヵ
所
を
土
砂
採
取
地
と
し
て

い
ま
し
た
。
必
要
量
の
75
％
、
約
１
７
０
０
万
㎥

を
西
日
本
各
地
か
ら
調
達
、と
す
る
も
の
で
し
た
。

加
え
て
既
存
採
石
業
者
か
ら
「
岩
ズ
リ
」
を
購
入

と
し
、
採
取
地
の
環
境
へ
の
影
響
に
「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
必
要
は
な
い
」
と
言
い
張
り
ま
し
た
。
岩

ズ
リ
は
、
岩
山
を
破
砕
・
採
石
時
に
発
生
す
る
細

粒
土
砂
で
、
業
者
に
は
商
品
化
で
き
な
い
厄
介
も

の
で
す
。
沖
縄
防
衛
局
は
こ
の
岩
ズ
リ
に
目
を
付

け
た
の
で
し
ょ
う
。

大
量
の
土
砂
移
動
は
生
態
系
破
壊
！

「
外
来
生
物
法
」
で
「
特
定
外
来
生
物
」
指
定

の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
・
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な

ど
昆
虫
の
卵
や
植
物
種
子
が
岩
ズ
リ
に
混
入
し
、

沖
縄
の
生
態
系
を
攪
乱
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
現
に
沖
縄
防
衛
局
は
水
洗
浄
や
高
熱
処
理
な

ど
実
検
し
た
が
、
搬
入
す
る
土
砂
全
量
の
外
来
種

混
入
防
止
対
策
を
明
示
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
も

そ
も
生
態
系
の
異
な
る
温
帯
域
の
「
本
土
」
か
ら
、

亜
熱
帯
域
の
沖
縄
へ
の
大
量
の
土
砂
の
移
動
自
体

が
犯
罪
行
為
で
す
。

沖
縄
県
は
16
年
７
月
、「
埋
め
立
て
用
材
に
係

る
外
来
生
物
侵
入
防
止
条
例
」
を
成
立
さ
せ
ま
し

た
。
県
の
過
去
の
苦
い
経
験
を
踏
ま
え
土
砂
の
移

動
に
伴
う
外
来
生
物
の
侵
入
を
防
止
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

国
際
社
会
は
１
９
９
２
年
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で

生
物
多
様
性
条
約
を
採
択
し
ま
し
た
。
10
年
名
古

屋
で
開
催
の
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
で

は
、
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
る
た
め
の
愛
知

目
標
を
採
択
し
、
各
国
は
「
２
０
２
０
年
ま
で
沿

岸
海
域
の
10
％
を
海
洋
保
護
区
に
す
る
」
こ
と
に

合
意
し
ま
し
た
。
辺
野
古
の
海
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
、

ウ
ミ
ガ
メ
・
サ
ン
ゴ
な
ど
世
界
的
に
も
生
物
多
様

性
の
豊
か
な
海
で
あ
り
、「
海
洋
保
護
区
」
に
す

べ
き
海
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

建
設
用
地
は
「
軟
弱
地
盤
」、「
活
断
層
」

沖
縄
県
は
18
年
８
月
31
日
、
辺
野
古
埋
立
承
認

を
撤
回
し
工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ
し
て

９
月
30
日
、
翁
長
雄
志
前
知
事
の
遺
志
を
継
ぐ
玉

城
デ
ニ
ー
さ
ん
が
県
知
事
に
当
選
し
ま
し
た
。
し

か
し
安
倍
政
権
（
当
時
）
は
12
月
14
日
、
埋
め
立

て
工
事
再
開
を
強
行
し
ま
し
た
。

し
か
し
安
倍
政
権
は
19
年
初
頭
、
予
定
区
域
の

「
軟
弱
地
盤
」
の
存
在
と
地
盤
改
良
工
事
の
必
要

性
を
し
ぶ
し
ぶ
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

16
年
３
月
の
土
質
調
査
報
告
書
で
軟
弱
地
盤
は
明

白
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
情
報
公
開
請
求
で
出
た

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
大
浦
湾
側
に
水
深
30
ｍ
の
海

底
に
厚
さ
40
ｍ
の
「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
並
み
の
」
軟
弱
地

盤
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
。
か
つ
地
質
学
専
門
家

か
ら
活
断
層
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

辺
野
古
埋
立
工
事
設
計
変
更
申
請

地
盤
改
良
工
事
に
は
大
幅
な
設
計
と
工
期
の
変

更
そ
し
て
予
算
が
必
要
で
す
。
変
更
に
は
沖
縄
県

知
事
の
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
玉
城
新
知
事
は
再

三
変
更
申
請
を
「
不
承
認
」
と
表
明
し
て
き
ま
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
縄
防
衛
局
は
４
月
21

日
、「
埋
立
工
事
設
計
変
更
承
認
申
請
」（
以
下
、
変

更
申
請
）
を
提
出
、
沖
縄
県
は
９
月
８
日
か
ら
３
週

間
、
変
更
申
請
の
公
告
・
縦
覧
を
行
な
い
ま
し
た
。

変
更
申
請
添
付
図
書
－
6
で
は
、
土
砂
採
取
計

画
に
も
大
き
な
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
遠
く
離
れ

た
瀬
戸
内
海
を
外
し
、
採
取
地
に
沖
縄
県
で
は
南

部
や
石
垣
・
南
大
東
島
を
加
え
、
鹿
児
島
県
で
は

全
県
に
広
げ
、
熊
本
県
で
は
追
加
、
さ
ら
に
は
佐

賀
県
と
、
九
州
西
側
へ
広
げ
、
量
も
当
初
の
約

４
倍
（
必
要
量
の
５
倍
以
上
）
に
脹
ら
ま
せ
ま
し
た
。

反
対
の
声
が
な
け
れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
採
取
と
い

う
魂
胆
が
見
え
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、
辺
野
古
土

砂
全
協
は
玉
城
知
事
へ
の
意
見
書
を
全
国
に
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、「
不
承
認
」
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ど
の
故
郷
に
も
戦
争
に
使
う
土
砂
は　
　
　

一
粒
も
な
い
！

前
知
事
の
遺
志
を
継
い
だ
玉
城
デ
ニ
ー
さ
ん
を
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特
数
２　
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
」
の
全
容
を
知
る

知
事
に
押
し
上
げ
た
沖
縄
の
民
意
に
、今
度
は「
本

土
」
の
私
た
ち
が
応
え
る
番
で
す
。
西
日
本
各
地

か
ら
土
砂
を
搬
出
さ
せ
な
け
れ
ば
、
辺
野
古
新
基

地
は
で
き
ま
せ
ん
。
土
砂
搬
出
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
こ
と
は
、
埋
め
立
て
に
加
担
す
る
こ
と
で

す
。
土
砂
搬
出
を
自
ら
の
問
題
と
考
え
、
全
国
か

ら
「
土
砂
搬
出
ス
ト
ッ
プ
！
」
の
声
を
！

（
ま
つ
も
と
・
の
ぶ
た
か
／
辺
野
古
土
砂
搬
出
反
対
全
国
連

絡
協
議
会
事
務
局
長
）

「辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会」については下記をご
参照ください。
http://stophenoko.html.xdomain.jp/
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運
動
の
現
場
か
ら


	



